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付録 
 
1.  100BASE-TX/10BASE-T インタフェース 

 
(1) 接続ｺﾈｸﾀ 

8 ﾋﾟﾝﾓｼﾞｭﾗｼﾞｬｯｸ（ISO8877） 
 

(2) 端子対応 
 

ﾋﾟﾝ№ 信号 
1 R D＋ 
2 R D－ 
3 T D＋ 
4 未使用 
5 未使用 
6 T D－ 
7 未使用 
8 未使用 
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ツイストペアケーブルの放電方法 
 
 ツイストペアケーブルを機器に接続する直前に、治具を用いて帯電してい
る静電気を FG（ビルアースなど）に放電してください。このとき、ツイス
トペアケーブルの両端は機器から抜いておいてください。 

 
 放電した後はツイストペアケーブルを速やかに機器へ接続してください。
放電後、ツイストペアケーブルを機器へ接続しないまま長時間放置すると、
放電効果は失われるので注意してください。 

 
注） 電子機器類の FG は使用しないでください。電源系 FG、ビルア

ース、水道管が使用可能です。 
 

[治具の作成] 
 
     ・カスケードアダアプタで作成する場合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(1)アダプタケース側 
(a) カスケードアダプタのケースを外す。 
(b) 各信号線がねじ止めされている場合はソケット側もしくはプラ
グ側どちらかを外し、８本の信号線がそれぞれシリーズになるよ
うに抵抗（１ＭΩ）を実装する。 

(c) 各信号線がソケット側及びプラグ側共にハンダ付けの場合は各
信号線を外し８本の信号線がそれぞれシリーズになるように抵
抗（１ＭΩ）を実装する。 

(d) 抵抗の実装が完了したら、カスケードアダプタのケースを元に戻
す。 

 注）各信号線がショートしないようにする。 
 

(2)ツイストペアケーブル側 
(a) カスケードアダプタのプラグを切り離し，被覆を３ｃｍ程剥いて
８本の信号線の撚りを戻す。 
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(b) ８本の信号線それぞれの被覆を１ｃｍ程剥く。 
(c) 被覆を剥いだ８本の信号線をひとつに束ねてハンダ処理する。 
 

[治具の使用方法] 
 

(1) ツイストペアケーブルの両端が装置（Hub／ルータ／ワークステ
ーション）から抜けていることを確認してください。 

(2) 治具にツイストペアケーブルの一方のプラグを差し込む。 
 （ツイストペアケーブルの状態は両端開放及び片側開放どちら
でも可能） 

(3) 治具のハンダで束ねた部分をＦＧに接続。（接触） 
注）最低１分間接触させること。（２，３秒では放電しきれな

い） 
      電子機器のＦＧには接続しないこと。 
      電源のＦＧを使用するときは，ＡＣ電源と短絡しないよう

に注意すること。 
(4) 放電作業が完了（ＦＧに接続した時点で完了）したら，治具をツ
イストペアケーブルから外し，ツイストペアケーブルを装置に
速やかに接続する。 

(5) 接続するツイストペアケーブルを１本ずつ(1)～(4)まで繰り返し
実施する。 
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